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１．LEO Microgravity Strategyについて
NASAは、2024年8月26日、将来の地球低軌道（LEO）活動に向けた目標・目的についてまとめた戦略文書
「LEO Microgravity Strategy」の草案を公開し、国際パートナー、米産業界等から意見を収集するためにワーク
ショップを開催

１．「LEO Microgravity Strategy」概要
➢ 本文書は、NASAが蓄積してきた知識・経験をもとに、LEO活動の戦略として、以下に示す6つの主要分野に分類し、

各分野における目標（Goal）と目的（Objective）を定義。

科学（Science）

探査研究と技術開発
（Exploration-Enabling Research 
and Technology Development）

運用技術
（Operational Skills）

商業低軌道インフラ
（Commercial Low Earth 

Orbit Infrastructure）

国際協力
（International Cooperation）

労働力とエンゲージメント
（Workforce and 
Engagement）

➢ NASAは、9月にロンドン（国際パートナー向け）とワシントンDC（米産業界
向け）でワークショップを開催。9月27日を締切りとしてフィードバックを収集。
現在対応を検討中。

➢ Moon to Mars Strategyと同様の考え方で文書の策定を進める考えで
あり、本文書制定後、定義された目標・目的からCLD Phase2企業選定に
向けた要求（Needs）、機能（Functions）、ユースケース
（Use cases）などが決められていく見込み。

2．今後の動き

A diagram depicting the objective decomposition process.
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２．中国の動向（嫦娥6号サンプルリターン）について

１．経緯・結果

2024年6月25日、中国の月探査ミッションである「嫦娥6号」が、世界初となる月裏側からのサンプルリターンに成功

➢ 2024年5月3日、「嫦娥6号」は文昌宇宙発射場から長征5号で打上げ。6月2日に着陸機（ランダー）が
月裏側のエイトケン盆地内へ着陸。掘削ドリルとロボットアームを使用し、月面の土壌や岩石の採取に成功。

➢ 6月4日にサンプルコンテナを搭載した上昇機（アセンダー）を月面から打ち上げ、月周回軌道で待機していた
周回機（オービター）とドッキング。サンプルコンテナが上昇機から周回機のリエントリカプセルへ引き渡された。

➢ 周回機は6月21日頃に地球に向けて帰還を開始。6月25日にリエントリカプセルが周回機から切り離され、
内モンゴル自治区・四子王旗の予定エリアに着陸。世界初の月裏側からのサンプルリターンに成功。
なお中国国家航天局の発表によれば、予備計測で1,935.3グラムの月サンプルの採取を確認。

➢ なお、「嫦娥6号」の周回機はその後太陽と地球のラグランジュ点（L2）へ軌道遷移し、延長ミッションへ移行。

２．今後の計画

➢ 今後、「嫦娥７号」及び「嫦娥８号」ミッション等を通じて、2035年までに月南極に月科学研究ステーション
（ILRS）の基本型を建設予定。「嫦娥７号」（2026年打上げ予定）は南緯85度以上に位置する
南極エイトケン盆地に着陸し、月南極の資源・環境の総合探査を、「嫦娥８号」（2028年頃打上げ予定）は
月資源のその場利用（ISRU）等の技術検証を実施予定。また、中国人による月面着陸は2030年までに
実施する計画。

©CCTV/framegrab ©CNSA/CLEP ©DSEL
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３．米国Starlinerミッションについて

１．経緯・結果

２．今後の計画

2024年９月７日、米国商業乗員輸送計画におけるBoeing社のCST-100 Starlinerが無人で地球に帰還成功

➢ NASAの商業乗員輸送計画（Commercial Crew Program、CCP）の一つとしてBoeing社が開発した
Starlinerの軌道上テストフライト3号機（有人では初飛行）は宇宙飛行士2名を乗せて6月5日に打上げ。

➢ 当該機は打上げ前から微量のヘリウム漏れが発生していたが、打上げ後にも漏れが発見され、更にはISSへの
アプローチ中に一部姿勢制御用スラスタが停止する事象が発生。

➢ その後の対処にて6月7日に無事ISSへのドッキングに成功したものの、地球への帰還時に使用可能かの判断の
ための確認試験が必要となり、当初予定ミッション期間の8日間を大幅に超えてISSへ係留されることとなった。

➢ 8月末、各種確認試験を実施するも、安全性が十分に確認できないことから宇宙飛行士の帰還には使用されない
ことが決定。9月7日に無人でISSを離脱し、同日ニューメキシコ州ホワイトサンズ宇宙港へ着陸。

➢ Starlinerに搭乗した2名の宇宙飛行士は、9月29日に乗員を4名から2名に減らして打ち上げられたSpace-X社
Crew DragonによるCrew-9にて、来年2月に地球帰還する予定。

➢ また、今回の事象を受けてStarlinerの運用初号機は2025年夏以降への延期が決定。

➢ 今後原因究明や改善要否などが調査される予定。

©Boeing©NASA
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４．インドの動向（チャンドラヤーン4号）について

１．概要

インド政府、インド宇宙研究機関（ISRO）の月サンプルリターンミッション「チャンドラヤーン4」を承認

➢ 9月18日、インド政府は、インド宇宙研究機関（ISRO）の次期月面サンプルリターンミッション「チャンドラヤーン4
（Chandrayaan-4）」を承認。

➢ チャンドラヤーン4ミッションでは、月面への軟着陸後に月面のサンプルを収集して地球に帰還し、地球上にてサンプル
を分析する技術を開発、実証することを目指す。

２．チャンドラヤーン4ミッション概要

➢ 以下モジュールで構成され、②/③と①/④/⑤の組み合わせにて2機のLVM3
（GSLV-Mk3）ロケットで打ち上げられたのち、軌道上で統合。
① Propulsion Module：全体モジュールの初期の推進を担う
② Descender Module：Ascender Moduleとともに月面への着陸を行う
③ Ascender Module：サンプル採取後、月周回軌道へ復帰する
④ Transfer Module：Ascender Moduleからサンプルを引き取り、

Re-entry Moduleへ格納し、地球へと帰還する
⑤ Re-entry Module：Transfer Moduleから切り離され地上へ帰還する

➢ 打上は2027年予定で、月南極のStatio Shiv Shakti（チャンドラヤーン3
着陸機が着陸した地点）に着陸予定。

➢ Descender Moduleのロボットアームで2-3kg程度のサンプルを採取、
またドリルで地下サンプルも採取。

➢ 2040年までの有人月面着陸に向け、月からの再打上げ、月周回軌道における
分離及びドッキング等の技術獲得につながるもの。

＜モジュール②/③の結合イメージ＞

＜モジュール ①/④/⑤の結合イメージ＞

©ISRO

©ISRO

③

②

④
⑤

①
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５．米国の動向について(アルテミス計画関連)

１．概要

NASA、アルテミスⅢで宇宙飛行士が展開する３つの観測機器を選定

➢ 3月26日(米国時間)、NASAはアルテミス計画における最初の
有人ミッション（アルテミスⅢ）において、宇宙飛行士が月面での展開を
担当する最初の観測機器3つを選定したことを発表。

➢ そのうちの一つとして、東京大学が提案した月面で誘電率を測定する
機器（LDA: Lunar Dielectric Analyzer）が選定された。

# 観測機器名 提案機関 観測機器概要

1 Lunar Environment 
Monitoring Station 
(LEMS)

メリーランド大学 他 • 月の南極地域における月地震による地震動の
継続的長期監視を実施。

• 3ヵ月から最大2年間運用予定。

2 Lunar Effects on 
Agricultural Flora 
(LEAF)

Space Lab Technologies, 
LCC他

• 月面環境が宇宙作物に及ぼす影響を調査。
• 宇宙放射線と1/6重力下での植物の光合成、

ストレス反応等を観察。

3 Lunar Dielectric 
Analyzer (LDA)

東京大学（宮本英昭教授）他 • レゴリスの誘電率を直接測定。
• 誘電率は月における揮発性物質、特に氷の探索に

おける重要なパラメーターであり、月の表面下の
構造に関する情報を収集し、着陸船の影などを
活用して、温度変化による誘電率の変化を監視し、
霜の形成や氷の堆積の可能性を調査。

©NASA
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６．令和７年度概算要求について（1/9）
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６．令和７年度概算要求について（2/9）
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６．令和７年度概算要求について（3/9）
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６．令和７年度概算要求について（4/9）
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６．令和７年度概算要求について（5/9）
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６．令和７年度概算要求について（6/9）
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６．令和７年度概算要求について（7/9）
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６．令和７年度概算要求について（8/9）
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６．令和７年度概算要求について（9/9）
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